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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年9月26日(2013.9.26)

【公表番号】特表2013-504633(P2013-504633A)
【公表日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2012-528237(P2012-528237)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 167/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 167/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/17    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/42    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月31日(2013.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒドロキシル基含有化合物（Ａ）少なくとも１種及び混合物の不揮発性成分に対して少
なくとも１．０質量％の、シラン基架橋用のリン及び窒素含有の触媒（Ｄ）少なくとも１
種を含有している、非プロトン性溶剤をベースとしているバインダー混合物において、前
記混合物は、
（ｉ）ヒドロキシル基含有化合物（Ａ）として、ポリエステルの平均して少なくとも１個
のヒドロキシル官能基が、異性体Ｃ８～Ｃ９－モノカルボン酸の群から選択された酸少な
くとも１種でエステル化されている、ヒドロキシ官能性ポリエステル（Ａ）少なくとも１
種及び
（ｉｉ）触媒（Ｄ）として、式（Ｉ）
【化１】
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［式中、Ｒ１は、少なくとも３個のＣ原子を有する非環式脂肪族又は芳香脂肪族炭化水素
基であり、Ｒ２は、Ｒ１及び／又はＲ３と同じ又はこれらとは異なる非環式脂肪族又は芳
香脂肪族の炭化水素基であり、Ｒ３は水素又はＲ１及び／又はＲ２と同じ又はこれらとは
異なる非環式脂肪族又は芳香脂肪族の炭化水素基である］のアミン少なくとも１種でブロ
ックされている、リン含有触媒少なくとも１種を含有していることを特徴とする、非プロ
トン性溶剤をベースとしているバインダー混合物。
【請求項２】
　基Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の少なくとも１個は、Ｃ原子数６～１８を有する、好ましくはＣ
原子数８～１４を有する脂肪族炭化水素基であり、及び／又は基Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の少
なくとも１個、好ましくは基Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の少なくとも２個、特別好ましくは基Ｒ

１、Ｒ２及びＲ３の３個の全ては、分枝した脂肪族炭化水素基であり、及び／又は基Ｒ１

、Ｒ２及びＲ３の少なくとも１個は、Ｃ原子数６～１８、好ましくはＣ原子数８～１４を
有する分枝した脂肪族炭化水素基であることを特徴とする、請求項１に記載のバインダー
混合物。
【請求項３】
　１種又は複数種のアミンブロックされたリン含有触媒（Ｄ）は、ブロッキング剤として
、８ｐｍを上回る輪郭長さを有する式（Ｉ）の第３級アミン少なくとも１種を含有してい
ることを特徴とする、請求項１又は２に記載のバインダー混合物。
【請求項４】
　１種又は複数種のアミンブロックされたリン含有触媒（Ｄ）は、アミンブロックされ、
置換されたホスホン酸ジエステル及び／又はジホスホン酸ジエステル、アミンブロックさ
れ、置換されたリン酸モノエステル及び／又はリン酸ジエステルからの群から、有利には
アミンブロックされた非環状リン酸ジエステル及び／又はアミンブロックされた環状リン
酸ジエステルから成る群から、かつ、特別好ましくはアミンブロックされたリン酸アルキ
ルエステル及び／又はアミンブロックされたリン酸フェニルエステルの群から選択されて
おり、殊にアミンブロックされたリン酸フェニルエステル、全く特別好ましくはトリス（
エチルヘキシル）アミンでブロックされたリン酸フェニルエステルであることを特徴とす
る、請求項１から３までのいずれか１項に記載のバインダー混合物。
【請求項５】
　アミン（Ｉ）中の
（ｉ）Ｒ３は水素であり、Ｒ１並びにＲ２は線状脂肪族炭化水素基であるか、又は
（ｉｉ）全ての基Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は線状脂肪族炭化水素基である
場合に、バインダー混合物は、結晶化抑制剤１種を含有していることを特徴とする、請求
項１から４までのいずれか１項に記載のバインダー混合物。
【請求項６】
　バインダー混合物は、立体障害アミンをベースとしている光安定剤（ＨＡＬＳ）少なく
とも１種及びＵＶ吸収剤少なくとも１種を含有していることを特徴とする、請求項１から
５までのいずれか１項に記載のバインダー混合物。
【請求項７】
　ヒドロキシ官能性ポリエステル（Ａ）は、超分枝した樹枝状ヒドロキシ官能性ポリエス
テルであり、ここで、このポリエステルの平均して少なくとも１個のヒドロキシル官能基
は、異性体Ｃ８～Ｃ９－モノカルボン酸の群から選択された少なくとも１種の酸、好まし
くは飽和モノカルボン酸、殊にオクタン酸又はイソノナン酸、全く特別好ましくはイソノ
ナン酸でエステル化されていることを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項に
記載のバインダー混合物。
【請求項８】
　ヒドロキシ官能性ポリエステル（Ａ）は、≧１５０ｍｇＫＯＨ／ｇのＯＨ価、好ましく
は＞１８０ｍｇＫＯＨ／ｇ、特別好ましくは１８５～２４０ｍｇＫＯＨ／ｇのヒドロキシ
ル価（それぞれ、ＤＩＮ　５３２４０により測定）及び／又は１６より大きいヒドロキシ
官能性（ポリエステルの遊離の及びエステル化されたヒドロキシル基の数によって与えら
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れる）を有することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載のバインダ
ー混合物。
【請求項９】
　前記ポリエステルは、酸価≦８．０、好ましくは０～６．０（ＤＩＮ　５３４０２によ
り測定）を有し、及び／又はこのポリエステルは数平均分子量１５００～４０００ｇ／モ
ル、好ましくは２０００～３５００ｇ／モル（ＴＨＦ中でのポリスチレン標準を用いるＧ
ＰＣによって、０．１質量％酢酸を用いて測定）を有し、かつ／又はこのポリエステルは
、多分散性Ｍｗ／Ｍｎ＜４、好ましくはＭｗ／Ｍｎ＜２．５、特別好ましくはＭｗ／Ｍｎ
≦２．０を有していることを特徴とする、請求項１から８までのいずれか１項に記載のバ
インダー混合物。
【請求項１０】
　バインダー混合物は、低くても２００ｋΩのＤＩＮ　５５６６７による２５℃での電気
抵抗を有し、及び／又はバインダー混合物は、混合物の不揮発性成分に対して２．０質量
％～７．０質量％、好ましくは２．０質量％～５．０質量％のリン及び窒素含有の－触媒
（Ｄ）少なくとも１種を含有していることを特徴とする、請求項１から９までのいずれか
１項に記載のバインダー混合物。
【請求項１１】
　バインダー混合物１種及び少なくとも部分的に加水分解可能なシラン基を含有している
イソシアネート基を有する飽和化合物（Ｂ）少なくとも１種を含有している被覆剤におい
て、前記被覆剤は、請求項１から１０までのいずれか１項に記載のバインダー混合物を含
有していることを特徴とする、被覆剤。
【請求項１２】
　被覆剤は、溶剤として酢酸ブチル又は酢酸ブチル含有溶剤混合物、殊に溶剤混合物の全
質量に対して低くとも６０質量％の酢酸ブチルを含有している溶剤混合物を含有しており
、
及び／又は化合物（Ｂ）は、構造単位（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の全体に対して２．５～９
７．５モル％の、式（ＩＩＩ）：
【化２】

［式中、Ｒ’は水素、アルキル又はシクロアルキルであり、ここで、炭素鎖は非隣接の酸
素基、硫黄基又はＮＲａ基で中断されていてよく、Ｒａはアルキル、シクロアルキル、ア
リール又はアラルキルであり、好ましくはＲ’はエチル及び／又はメチルであり、
Ｘ、Ｘ’は炭素原子数１～２０を有する線状の及び／又は分枝したアルキレン又はシクロ
アルキレン基であり、好ましくはＸ、Ｘ’は炭素原子数１～４を有するアルキレン基であ
り、Ｒ''はアルキル、シクロアルキル、アリール又はアラルキルであり、ここで、炭素鎖
は非隣接の酸素基、硫黄基又はＮＲａ基で中断されていてよく、Ｒａはアルキル、シクロ
アルキル、アリール又はアラルキル基であり、好ましくはＲ''は殊にＣ原子数１～６を有
するアルキル基であり、ｎ＝０～２、ｍ＝０～２、ｍ＋ｎ＝２、並びにｘ、ｙ＝０～２で
ある］の構造単位少なくとも１個及び
構造単位（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の全体に対して２．５～９７．５モル％の、
式（ＩＶ）：
　－Ｚ－（Ｘ－ＳｉＲ''ｘ（ＯＲ’）３－ｘ）　　（ＩＶ）
［式中、Ｚは－ＮＨ－、－ＮＲ－、－Ｏ－であり、Ｒはアルキル、シクロアルキル、アリ
ール又はアラルキルであり、ここで、炭素鎖は非隣接の酸素基、硫黄基又はＮＲａ基で中
断されていてよく、Ｒａはアルキル、シクロアルキル、アリール又はアラルキルであり、
ｘ＝０～２であり、Ｘ、Ｒ’、Ｒ''は、式（ＩＩＩ）に記載のものを表す］の構造単位少
なくとも１個を有していることを特徴とする、請求項１１に記載の被覆剤。
【請求項１３】
　場合により予め被覆された基材上に、顔料着色されたベースコート層を、かつその後に
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、請求項１１又は１２に記載の被覆剤からの１層を塗布することを特徴とする、多段被覆
法。
【請求項１４】
　クリアコートとしての請求項１１又は１２に記載の被覆剤の使用もしくは自動車量産塗
装及び自動車補修塗装のための請求項１３に記載の方法の使用。
【請求項１５】
　顔料着色されたベースコート層少なくとも１つ及びこの上に配置されたクリアコート層
少なくとも１つからなる効果付与性及び／又は発色性の複層塗装において、クリアコート
層は、請求項１１又は１２に記載の被覆剤から製造されていることを特徴とする、効果付
与性及び／又は発色性の複層塗装。
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